
　

　4 月．春満開．やはり心はスプリング．バネのように飛び跳ねたくなります．新人の方々
や転勤された方にとっては期待と不安が交錯していることと思いますが，藤村氏のメッ
セージによれば三振は新人の特権とのこと．そこから学んで，大きく飛躍されますよう，
編集委員一同，心から期待しています．
　実はこの編集後記をお雛様の節句の夜に書いています．場所は中国黒竜江省佳木斯（ジャ
ムス Jiamusi）市のホテルです．外は－24 度．昼間の最高気温でも－10 度．市内を流れる
松花江（しょうかこう）は凍りついて，その上を自動車が往来しています．「春は名のみ
の・・・」などという歌はとんでもない，間違っても出てきません．黒竜江省と北海道と
の交流事業として，佳木斯大学の理学療法教育の支援に来ました．中国の学生たちは日本
の学生たちと違って，積極的に自己主張します．特に女性は主張することが美徳なのだそ
うで，彼女たちの姿勢に好感を持ちました．満足に理学療法室も器具もない．しかし，学
ぼうとする心は彼らの身体から満ちあふれていて，圧倒されるものがあります．彼らから
得た大きな収穫です．わからないことはひとつひとつ丁寧に咀嚼し，理解し，飲み込み，
エネルギーとして蓄えようとします．彼らはこれからの中国のよきリーダーとして活躍し
てくれることでしょう．
　さて，今月号の特集は「脳血管障害による摂食・嚥下障害の理学療法」です．近年，嚥
下障害の関連学会が盛会に行われるようになり，また各方面の専門誌でもしばしば取り上
げられています．本誌でも過去に特集を組みましたが，その当時からしますと，情報も技
術も，またかかわるスタッフも進化を遂げているようです．関沢氏には脳血管障害患者に
みられる嚥下障害と肺炎の発生機序について解説いただきました．大池氏には脳血管障害
患者の口腔ケアについてお願いしましたが，さすがに歯科衛生士という口腔ケアの専門職
らしく，詳細に，しっかりおまとめいただきました．歯科衛生士が本誌論文の筆者として
登場したのは初めてですが，今後のチーム医療のあり方を考えさせられるに十分な論文で
あったと思います．一方，吉田氏には理学療法士として摂食・嚥下障害をどのように評価
し，アプローチするか，特に嚥下運動の要素に着目して正に理学療法士にふさわしく詳述
いただきました．朝井氏には人工呼吸管理が嚥下障害に及ぼす影響と，人工呼吸管理下お
よび管理後の呼吸・嚥下障害の理学療法について具体的に紹介していただきました．奥山
氏には重度摂食・嚥下障害患者に対するチームアプローチについて解説いただきました
が，各専門職の知識・技術を超えたチーム共通の正しい知識と技術の習得の重要性を説い
ています．いずれの論文も大作で，今後，注目必携のバイブルになっていくことでしょう．
　今月号から入門講座「運動療法の基本」が始まりました．1 回目は関節可動域運動の基
礎，可動域制限の意味，可動域測定の基本，運動の方法など，盛り沢山の内容になってい
ます．講座 4 回目の「患者（家族）対応」にしても，半田氏の特別寄稿にしても，人の
「生きがい」に関わる理学療法士の責任の重さを感じずにはおれません．真摯に教育，自
己研鑽に取り組んでいかなければなりません．
　観桜会や新人歓迎会は飲み過ぎ，飲ませ過ぎる傾向があるようです．明日への余力を残
してお楽しみください． （吉尾雅春）
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